
○ 中長期的なドライバー不足や物流コストの上昇等に対応するためのDX等の物流のイノベーションの実現に向けて、
デジタル技術等により物流課題の解決を図る先進的な取組の社会実装を目指す実証事業を支援。

事 業 目 的

物流イノベーション実装支援事業

提 案 要 件

対象経費：調査、実証及び事業成果の取りまとめ等、事業遂行に必要となる経費*

事 業 費 ：１件当たり2,500万円程度～上限5,000万円

対象経費・事業費

事 業 の プ ロ セ ス

* 具体的な要件や詳細等は「物流イノベーション実装支援事業 応募要領」の記載を参照ください。

○ 現在又は将来の物流課題解決に資する取組であること

○ 一定の先進性・革新性・独創性を有していること

○ 調査・実証のプロセスが具体化されていること

○ 社会実装を前提とした横展開に資する取組であること

取組テーマが満たすべき要件*

国内物流分野における課題を特定し、

先進性・実効性の高い解決策を提案した者を対象に、

実証を通じて有効性等を検証・整理する委託事業。

事業計画に基づいて実証事業を実施し、

その成果を踏まえて、社会実装時における効果・課題、

社会実装・横展開に向けたロードマップや留意点等を取りまとめる。

事業の流れ

課題の特定

計画策定

効果検証

現場検証

事業成果の

取りまとめ
社会実装

物流イノベーション実装支援事業の範囲 事業終了後

事業計画策定時、及び調査報告書作成時に社会実装に向けた計画を提出いただきます。
また、事業終了後も状況のフォローアップ調査にご協力をいただく場合があります。


	スライド 0

